
一
五
…
九
ペ
ー
ジ
。

〈
注
2
〉
前
掲
謀
、
一
去
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

ハ技
3
)

開
閉
正
之
署
内
日
本
漢
究
開
十
史
b

増
補
版
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

〈法
4
)

小
島
龍
之
博
士
に
よ
れ
ば
、
コ
肉
葉
集
h

に
も
猿
現
は
正
間
切
っ
て

一
散
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
o

Q古
今
集
以
前
h

一
五
一
ペ
ー
ジ
。
〉

ハ
技
5
〉
日
本
古
典
文
早
大
添
木
に
よ
る
。

ハ
詑
6
V

問
時
代
の
吋
中
内
今
和
歌
集
n

凶
器
十
九
に
は
、
「
猿
山
の
岐
に
叫
ぶ
L

の
腿
で
凡
河
内
抗
…
慌
の
歌
を
載
ぜ
る
。
(
前
揃
諜
一
百
一
一
・
一
五
四
ペ
ー

ジ
参
照
。
)

ハ法
7
)

向
田
正
之
著
町
日
本
漢
文
事
史
h

増
補
版
、
一
二
二
!
…
二
一
…
一
ベ

ジ。

(
杭

8
〉
町
一
ム
宿
一
一
新
一
散
ω
で
は
牧
乗
の
作
、
間
閣
は
雑
詩
。

(
柁
9
〉
船
津
什
川
彦
稿
「
中
閣
の
詩
に
現
れ
た
猿
の
諜
」
〈
円
漢
文
教
室
』
第

二
七
悦
〉
参
照
。

(
法
問
)
訓
設
は
、
全
開
撰
文
大
系
本
語
附
記
h

納
を
参
考
に
し
た
。

ハ
校
日
)
(
注
目
〉
鄭
玄
悶
は
く
、
官
一
掬
角
徴
沼
、
雑
比
す
る
を
脅
と
日
ひ
、

間
取
出
す
る
を
蝶
と
日
ふ
。
(
叫
離
記
住
疏
』
器
…
一
一
十
七
、
柴
記
第
十
九
)

(
設
は
V

ふ
れ
一
燃
漢
文
大
系
吋
総
記
b

例
、
四
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
に
「
宮
韓
の
資
鍾

は
長
さ
が
九
寸
い
と
い
う
。

〈詑

M
)

小
問
地
郊
一
著
吋
・
中
間
文
壊
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
h

参
照
。

関
崎
議
惑
博
士
は
、
自
然
の
勝
趣
に
風
流
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
菅
掠
巡
回
胤
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
o

Q
日
本
題

術
思
潮
b

第
ニ
替
の
上
、
七
一
ペ
ー
ジ
)

題
--::r-

話討
転ヨ

実

報

保護至敏
氏氏氏氏

( 50 ) 

曾

高
檎
委
員

千
原
勝
美
氏
を
選
出

。

線

合

後

の

委

員

舎

で

、

一

身

上

の

都

合

に

よ

り

委

員

一

長

を

酔

任

し

た

い

委

員

曾

は

そ

の

申

出

を

了

承

し
、
一
新
委
員

d

長
に
水
津
利
忠
氏
を
選
出
し
た
。



。
東
京
教
育
大
事
漢
文
事
舎
一
々
刻

あ
る
。

…
、
本
舎
の
禽
員
は
在
の
通
り
で
あ
る
。

2 
'↑↑
L
 

3

そ

閥
、
本
曾
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

純

曾

年

一

間

2

例

禽

年

約

七

悶

3

禽
報
及
び
曾
員
名
簿
の
夜
行

4

そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
曾
の
役
員
は
在
の
通
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

ポ、、
J
/
 

-
時
務
・
曾
計
を
分
換
す
る
。

七
、
委
員
Ah

況
は
委
員
の
五
選
に
よ
る
。

委
員
は
曾
負
か
ら
の
五
選
に
よ
っ
て
十
名
を
選
出
す
る
。
旧
日
し
必
要
の

あ
る
場
合
に
は
そ
の
ほ
か
に
若
干
名
の
委
員
を
委
掘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
任
期
は
こ
一
年
と
す
る
。
担
し
重
任
は
設
し
支
え
な
い
。

入

、

一

る

o

'い、
イノ

総
曾
出
席
者
の
過
半
数

後

言E

東

京

敬

一

育

大

事

は

、

本

年

一

二

月

を

も

っ

一

一

一

月

末

日
、
研
究
援
で
の
最
後
の
委
員
舎
が
も
た
れ
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
活
気
に

満
ち
捻
れ
た
壊
舎
が
、
今
は
そ
こ
こ
こ
に
駿
物
や
投
げ
出
さ
れ
、
ひ
と
誌
も

な
く
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
、
い
た
た
ま
れ
ぬ
思
い
で
し
た
。

と
も
あ
れ
、
事
曾
の
で
き
る
だ
け
早
い
再
出
裂
の
た
め
に
曾
員
の
み
な
さ
ん

と
く
共
立
枇
に
印
刷
を
お
願
い
し
、
大
曾
の
開
催
と
時
を
同
じ

く
し
て
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
お
と
ど
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
印

刷

所

の

皆

様

に

御

離

を

申

し

上

げ

ま

す

。

(

中

村

記

)

昭
和
五
三
年
六
月
二

O
日
印
刷

昭
和
五
三
年
六
月
二
回
司
議
行

東
京
教
育
大
事
漢
文
翠
曾牛ム中

漢
文
事
禽
々
報
第
一
一
一

七
競

編
輯
者
一

村島

弘 次

印
刷
所

東
京
都
千
代
田
直
榊
回
一
柳
川
昨
町
一
一
一
ノ
一

O

株

式

曾

社

共

立

枇

印

刷

所

電

側

ニ

O

一
一
八

治
ス
ヘ
1
6け

Y
5
d
d
j
F
L
f
d
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